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実践例の概要

題材名 生徒の学習活動 評価の工夫
「ア ニ メ ー シ ・アニ メー シ ョ ンの 原理 の学 ○ グルー プ ・個 人制作の評価 の工夫

ヨ ン 制 作 」 習 ○映像による動画表現の視覚効果で意欲
一15秒CM ・ぱ らぱ らアニ メ制 作 、PC をもたせる工夫

をつ くる 一 で動画の発表

模写による油 ・油彩画の材料 ・用具体験 ○ ワ ー ク ー シ ー ト、 制 作 ノ ー ト、 自 己 ・

彩画の制作と ・原作品 につ いての考察 と模 相互評価 カー ドの活用

講評会 写 制 作 、 「制 作 ノー ト」 へ ○ 評価を学習活動に還元する実践

の記入
・公立美術館学芸員 による中

間講評、講評会
・相互理解 、自己評価

粘土と芯材で ・立体作品 、素材 の学習 ○自己評価、講評会で制作意図を言葉で

動物 をつ くる ・写真資料 をも とにしたスケ 表 現、本課 題 の確認 と次回 の授業 へ の

ッチ と塑造 意欲につなげる工夫
・自己評価 と講評会

日本画鑑賞授 ・日本の古典絵画 につ いての ○ 美術 を 「楽 しむ」 こころを育 てる評価

業 一 「日本 画 基礎知識づ くり～班別の年 の工夫

って 何?」 一 表制作 ○ ワー ク シー トによる意欲 ・関心や 理解
・画材体験 ～岩絵 の具 と金箔 度の確認

を使 って文様 を描 く
・近現代 日本画 の鑑賞

～パソコ ン画面 での鑑賞

空 想 画 『私 の ・表現 力 トレー ニ ング ○生徒の創作活動を支援していくための

世 界 』 ～版 画 ・ア イ デ ア ス ケ ッチ 、原 画 制 プロセス評価の工夫

(メゾチ ン トプ 作 、 製版 、 印刷 ○ 自己 の良 さや 課題について理解 し、 美

レー ト)に よ る ・まとめ(自 己評価票記入) 術 につ いて新 たに興味 をもたせ る 自己

評価票の工夫
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研究主題

美術を学ぷ意欲を高め、生き生きとした学習活動を展開させ、生涯にわたり美術を愛好す

る心情を育てる評価の工夫

1主 題設 定の理 由

本研究は、観点別学習状況の評価 の4っ の観 点(芸 術 では、「関心 ・意欲 ・態度」、 「芸術

的感受 と表現 の工夫」、 「創 造的な表現 の技能」、 「鑑 賞の能力」)を 生か した 「授業 と評価 」

の実践研究を報告す るものである。

高等学校においては、従前か ら 「目標 に準拠 した評価(い わゆる絶対評価)」 が とられてお

り、その評価 のあ りかたについては芸術科美術 において も、 これまで様 々に検討 され取 り組

まれてきた。 しか し、 これ まで の実績を踏まえっつ も、改 めて、平成15年 度か らの新学習

指導要領 の実施 に伴 う観 点別学習状況の評価 としての検討 が必要 とされている。

また、今 日の教育的課題 として、多様化 した社会の中で 、 自ら考え自ら学ぶ 『生 きる力』

の育成 が求 められてい る。美術では、基礎 ・基本の徹底 とともに、「美術 を学ぶ意欲 を高めるJ

「個性や美的な感性 を高め る」 「生涯 にわたって美術 を愛好す る心情 を育て る」ことが望まれ

てい る。 これ に伴 い本研 究では、授業全体 を視野に入れ、学習活動へ の取 り組みの各場面 に

ついて再点検 していく。 さらに、評価の在 り方 をとらえ直 し、生徒 が意欲を高 め、生 き生き

とした学習活動を展開 し、美術 を愛好 していく心情 を育て るよ うに工夫 してい くことが大切

と考え、本研究の主題 を設定 した。

皿 研究構想図

灘

・生徒 の実態

・興味 ・関心、能力の多様化

・芸術 に対す る認識 の多様化

高等学校学習指導要領(平 成1ユ 年3月)

東京都教育委員会教育目標(平 成12年1月)

東京都立高等学校教育課程編成基準(平 成13年3月)

「芸術」及びf美 術 」の教育課程基準

美術を学ぶ意欲を高め、生き生きとした学習活動を展開させ、

生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる評価の工夫

学習指導要領/

教育課程基準/
b評価規準/科 目

の特性等の研究

指導内容、方法の

創意 ・工夫/評 価

方法の工夫/授 業

計画

b
授業実践

検証
b

実践後の考察

/分 析/研 究

/ま とめ
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皿 授業の展開と評価の工夫

1動 画(ア ニ メー シ ョン)制 作 一15秒CMを つ く る 一

(1)題 材設定の理由

我 々の生活の中においてアニ メー ションは、テ レビや ビデオ、映画、パ ソコンな ど、身近

な表現媒体 を通 じて、数 多 く目にす ることができる。また、誰 にでも親 しまれ、特 に現代 の

生徒た ちにとって幼少の頃よ りな じみのある表現方法で もある。その原理は連続す る画面 の

残像効果 によって、あたか もものが動いて見 える 目の錯覚を利用 した ものだ。絵画や彫刻 、

デザイ ンな ど、他の表現方法 よ りも直接的 に 「動 き」で訴え、 目の前で変化す る表現 は生徒

に新 たな関心 と興味 を引 き起 こす有効な動機付けになると考 えた。

本題材では 「15秒 コマー シャルアニメの制作」 と題 し、仮 の商品を設定 し、その良 さや

特徴 を第 三者 に印象 づけ宣伝す る ことを課題 とした。 アニメー シ ョン制作を通 して、他者 へ

の意志伝達 について考 えさせ 、客観的な視点 をもち主題 に取 り組 ませ ることとした。 また、

情報機器 を用 いて制 作す ることに よって、表現手段 の拡大、新 たな展開 を模索す る。表 現手

段 としての映像 メデ ィアが生徒 の新たな創 作意欲 をかき立てる糸 口に したい。

(2)指 導の実際

① 対象 クラス 美術II(2ク ラス19/20人)

② 指導 目標

ア 自己、社会な どを深 く見つめ主題を生成す る。

イ 積極 的に創意 工夫 して表現す る意欲を高める。

ウ 映像 メデ ィア機材の特質 を理解 し、表現意図にあった活 用を学ぶ。

③ 評価 の観点

ア 主体 的に取 り組み なが ら主題 を生成 し、独 自の視点で作品作 りを行ったか。

イ 機材 の特質を理解 し、創 造的な表現の喜び を味わ うことがで きたか。

④ 指導計画 ア

イ

ウ

エ

習学のンヨシ一メニ

作

ア

制

、

成

ン

ル

作

ヨ

ヤ

一

シ

シ

リ

一

賞

一

一

メ

鑑

マ

ト

ニ

品

コ

ス

ア

作

(2時 間)

(2時 間)

(4時 間)

(2時 間 〉

⑤ 方法

既成のアニ メ制作 ソフ トを利 用 し、簡単なアニ メの原理 を学習 した後、制作に入 る。原画

制作 は紙 に手描 き とし、パ ソコンを使 わなかった。 「描 く」 とい う作業 を通 じ作 品制作 の実

感 をもたせ ることと、手描 きの味わい深 さをわき出 させ るた めであ る。

15×20c皿 の トレー シングペーパーに鉛筆、マ ジ ックな どで原 画を描 く。15秒 間のス

トー リー とし、1秒 間に4コ マ、合計60枚 の原画を作成す る。 それ を、1枚 ずつスキャナ

ーで順に入力 し
、画像 閲覧 ソフ トのスライ ドシ ョーで再現 し鑑賞す る。
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(3)学 習活動の概要と評価規準

段 階 学習活動の具体的内容 学習活動の目標
(時間数)

導入 コマーシャルについての学習 限られた時間、方法で他者に表現意図を端的に伝える
コ マ ー シ ャ ことを考 える。

ル 、 アニ メ
一 シ ョ ン の アニメーションの原理の学習 アニメーションの原理を、説明と実習を通じて理解す
学習 ・ソ ー マ ト ロ ー プ

る 。

・フェナキステ ィス コープ

(2) ・ゾ ー ト ロ ー プ

アニメーション制作体験 アニメーションを拒る俸籔を写ど1ごじ「苓後あ律葉芳
アニメ作製プログラム を使い簡単な 法を確認する。
アニ メー ションの制 作をする。

ス ト ー リ ー 作業計画
作成 作業の方法、役割の分担について考 共同制作活動の中でそれぞれの役割を受け持ちながら

え る 。 協力して制作できるよう構想を練る。
(2) コマー シャル,ア ニ メをつ くるため の役割 につ いて考

え全体の計画を立てる。
ス トー リーの考 案

与えられたテーマにつ いてグループ アニメーションの特質を生かしてテーマに沿 ったス ト
で協議 し、ス トー リーを考案する。 一 リー のあ らす じを考え る。

お互 いの アイデ ィア を まとめ、一 つ

の作 品をつ くる。

絵コンテ制作
時間枠のイメージを把握する。 決め られた時間(15秒)の 中でス トー リーが展開で

きるよう時間の割 り振 りを構成し、全体像を確かめる。
表現の方法、効果について考える。

ア ニ メー シ 原画制作
ヨン制作 計画に沿って原画の制作を行 う。 決定した主題、作業計画に沿って、また、新たな発想

を取り入れながら原画を制作する。
(4) 「動き」「変化」 について十分配慮 し色彩の効果 も考

えなが ら原画を制作する。
パソコン入力
スキャナー、デジタルカメラを使用 協力しながら、機器を正 しく扱い原画を入力する。
し、原画 を画像 ファイル にす る。

動きの確認、修正
画像閲覧ソフ トのスライ ドショーで 動き ・効果を画面で客観的に見つめ直 し、修正、補正
動 きを確認 し、修正 、補 正を行 う。 によって、より完成度の高い作品を目指す。

作品鑑賞 作品鑑賞、グループ作品発表、鑑賞 作品を交流、批評 し合うことにより、映像表現の効果、
特質を理解 し、互いの個性 を尊重することの大切さを

(2) 学ぶ。

作品制作を通 じてグループにおける自己の役割 につい
て発見する。
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学習活動における観点別の評価規準・評価材料

関心 ・意欲 ・態度 芸術的な感受や表現の工夫 創造的な表現の技能 鑑賞の能力

コマー シ ャル につ いて考 え、

映像表現の可能性について理
解 しよ うとしてい る。

アニメーションの原理を理解 感性や美的感覚を働かせて、 アニ メー ションの原

し、意欲的、主体的に課題に 良さや美しさを感 じ取ろう 理を理解 し、過去 に
取 り組 もうとしている。 とす る。 様々な工夫がなされ

たことを感じ取る。
アニメーション制作の体験を 正しくコンピュータ機器を取
通 して楽 しく創造的な主題を り扱 い、アニ メー シ ョンの原

生成する意欲をもっ。 理を体験しなが ら理解する。

ワーク シー ト

グループ内で協力しなが ら作
品づくりに取り組もうとして
い る 。

アニメーションの特質を生か 自己の体験や想像 をもとに ア ニメー ションの特質や 、素
して主題を生成 しようとして 主題を生成 し、美しさや楽 材、表現効果を理解 し、自己
い る 。 しさ、驚きな どの要素を取 の表現意図に合わせて効果的

り入 れて ス トー リー を考 え に表現する.
グループ内で協力、協調しな る 。
が ら作品を生み出そうとして
い る 。

グループの中で自分の考えを 表現意図と時間、動き、展 おおまかなスケッチをもとに
伝え、相手の意見を取 り入れ 開を考え、作品全体の構成 主題に沿った全体の流れを確
なが ら作品づくりに取 り組も を組み立てる。 認できる絵コンテを作 り、修
うと している。 正や新たな発想を加える。

ワーク シー ト アイディアスケツチ 絵コンテ

主題を大切にし、新鮮な発想、表現方法や素材 、動きにつ 動きや表現に留意 し、素材の
構想、効果的な編集により、 いて考え、丁寧に原画の制 特性を理解しながら効果的に
美 しく表現 しよ うとして い 作 をする。 活用する。
る 。

グループで協力しながら作品 機器 を正 しく扱い、かつ効果
づ くりに取 り組もうとしてい 的な方法を考えながら原画を
る 。 パ ソコンに入力する

これまでの作業の積み重ねで 主題生成時に立ち返り全体の 客観的に作品を評価
画面が動くことに喜びを感 動き,表現方法の確認を行い、し、修正がで きる。
じ、新たな創造意欲をもつこ 修正 、補正 を行 う。

とが できる。

ワー クシー ト 作 品 ワーク シー ト

積極的に鑑賞する態度をも 鑑賞を通じて映像表現の効 互いの作品について
ち、自分たちの作品について 果、特質を理解できる。 自分な りに分析 し、
解説することができる。 意見をまとめ発表す

ることがで きる。

1ワ ーク シー ト

iii
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(4)評 価の工夫

毎 時 ごとに意欲、関心 について 自己評価 させ 、

評価資料にする。 アイデ ィアスケ ッチや絵 コン

テは全てワー クシー トに描 かせ 、提 出させた後

評価す る。生徒が互 いに評価 し鑑賞能 力を高め

るとともに、指導 者が総合的 な評価 を行 う。

個人 による制作 とグループ による制作 の二つ

の方法 を選択 させたが、異な る評価の観点を設

け、不公平のないよう配慮 した。

細 華 一鳩 一7_謡_潔 一__一 一-_

(5)ま とめと今後の課題

「まる」が動 く、膨 らむ 、弾む、増え る… 。パ ソコンで簡単 にアニメ を作る ことがで き

た導入での体験が生徒たちの意欲 に火をっけた。 自分に もで きる、とい う自信が発想 を豊か

にし、創作意欲を活発に した。全10時 間の時間設定は作 品に深 みをもたせ るには短す ぎる。

しか し、本校 の生徒の実態 に照 らし合わせ、できるだけ速効性 を もたせる ことが表現 の喜び

を得 ることの一つの要 因だ と考 えた。すでにパソコン機器 の取 り扱 いにおいては指導者 よ り

もはるか に先を行 く生徒 にとって は、機器 の操作 よ りも主題 を生成す る作業のほ うが難関だ。

ところが 「自信」 を得 た生徒 はまさに自信をもって これを克 服 した といえる。

自己評価 をさせ ることによ り、制作段階の確認や次回の 目標を生徒 自身が能動的 に考 える

ことが でき、また、指導者 にとって も授業の様子だけでは分 か らなかった内面的な部分につ

いての把握ができた。

制作 方法につ いて グルー プ制作 を念頭 に計画 を立てた。当然、指導 目標 に、 「他者 との協

調性」 を盛 り込む ことに して いた ところ、積極的な意味で、独 自の制作 を希望す る生徒が約

半数を占めることになった。個 人制作 と、 グループ制作が共存する ことにな り、それぞれ の

評価 の観点が異な る結果 になって しまった。指導計画 のあいまいさが一っの反省点 とな った。
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2模 写による油彩画の制作と講評会

～生涯にわたり美術を愛好する心を育てる学習活動と評価の工夫～

(1)題 材設定の理 由

今 日、社会環境 は大き く変化 し続 けている。多様な個性 をもった高校 生が、将来、社会

を生 きぬ くためには、 自ら進 んで豊 かな人間性 を養お うとす る姿 勢を もつ ことが大切で あ

る。 しか し、美術館 で美 と触 れ合 うことや 自然や 生活のなか の美的な もの に気付 く ことな

ど、 生涯 にわたって潤 いのある生活 を送るための出会 いを逃 して いる現状が ある。

本事例 は、美 しい もの を美 しい と感 じ、絵画表現 の基礎 ・基本 の知識や 技能 を生かす表

現活 動 を通 して、美術の魅力 を発見 し、美的な感性 を高めるため、「模写 によ る油彩画の制

作 」 を学習 活動 として取 り扱 う こととした。 また、美 と触 れ合 う生徒一人一人 の心 を豊 か

に創 造 的な 諸能力 として高め、生涯 にわた り美術 を愛好 しよ うとす る機会 を作 るため、公

立美術館 学芸員 を招いての 「講評会」 を計画 した。

(2)指 導 の実際

① 題材 、対象学年

模写 による油彩 画の制作 と講評 会 「部屋 に絵 を飾 って みな いか～画家…そ の生涯 ～」

2学 年 「美術II」

② 指導 目標

ア 表現活動 に親 しみ、表現活動 を通 して美術の魅力に気付 く。

イ 美 との出会 いを創造的な諸能力 に高め、生涯 にわたって美術 を愛好す る心 を育て る。

③ 評価 の観点

ア 表 現活動 を主体的に取 り組み、美術の魅 力に気付 くことがで きたか。

イ 美術の魅力 を個性豊 かな 諸能力 に高め、生涯 にわたって美術 を愛好 しよ うとす る心

として もつ ことがで きたか。

④ 指導計画

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

油彩画 って何?

心 をいやす作 品(油 彩画)探 し 「制作 ノー トつ くり」

絵画は いろいろな ことを教 えて くれ る 「作 品制作1」

中間講評会 「油彩画 らしさって何かな」

画家は何を考 えて描 いたのだ ろう 「作品制作2」

講評会 「満足す る作品が描 けたかな～画家…そ の生涯 ～」

自己評価

2時 間/2×1

2時 間/2×1

6時 間/2×3

2時 間/2×1

4時 間/2×2

2時 間/2×1
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(3)学 習活動の擬要 と評価規準

段階(時 間数〉 学習活動の具体的内容 学習活動の目標

油彩画って何? ・参考作品か ら油彩画に興味 ・関心を ・油彩画に興味 ・関心をもち、油彩

も つ 。 画の色彩の透明感や輝きに気付く0

(2) ・ワー ク シー トへ記入する。 ・油絵の具の性質 と特徴を発見 し、

・試作品 を制 作す る。 描画用具の取 り扱い方を学ぶ。
・描画用具の取り扱い方について学習

す る。

心をいやす作品(油 彩画) ・模写用 の図版(カ ラー コピー)を 観 ・油彩画作品の選定か ら美的な感性

探し 察す る。 や感覚を高め、模写 に適 した作品

「制作 ノー トつ く り」 ・それぞれの作品か ら発見した事柄を を選ぶ。

「嗣作 ノー ト」 に記入す る。

(2) ・模写 した い作品 を選ぶ。

絵画はいろいろなことを教 ・選んだ作品(図 版)を 観察し、発見 ・原作品(図 版)に 描かれている対

えて くれる した事柄を 「制作ノー ト」に記入す 象を把握 し対象の立体感や色彩、

「作品制作1」 る 。 構図の安定感を感 じ取る。

(6) ・対象のアウ トライ ンを鉛筆で模写 ・模写の方法を理解 し、制作への意

し、油彩画の技法で描き始める。 欲を高め、模写し始める0

中間講評会 ・学芸員による講評会に興味 ・関心を ・学芸員を招いた講評会に興味 ・関

「油彩画 らしさって何かな」 も つ 。 心を もつ 。

・制作中の作品を並べ、作品について ・自己や友人の作品の出来栄えを確

(2) の事柄と制作中の問題点について発 認するとともに、友 人の絵画の見

表す る。 方や描画の方法を理解する。
・学芸員による助言に耳を傾け、絵の ・油絵の具の成 り立ちや油彩画技法

具の成 り立ちと油彩画技法を学び、 について理解するとともに、油彩

表現活動をふくらませる。 画への興味 ・関心を高める。

画家は何を考えて描いたの ・油彩画の技法で制作を進める。 ・模写 を通 して、原作品の作者の心

だろう ・画家の創作活動を想像 しながら制作 情、作品に込められたメッセージ

「作品制作2」 を進め る。 に気付き、それ らと自己の考えを
・制作中に原作品から感じたことを書 照 らし合わせ、普遍的なものの在

(4) きとめ、自己の考えと比較 してみる。 り方、美 につ いて考 える。

・作品 を完 成させ る。 ・模写作品を完成 させ、講評会へ参

加する意欲を高める。

講評会 ・原作品(図 版)と 模写作品を鑑賞し、 ・学芸員を招いた講評会を通して、

「満足する作品が描けたかな それぞれの美しさや良さを見付け、 原作品と模写作品の良さや美しさ

～画家 ・・その生涯 ～」 ワー ク シー トに記入す る。 を発見し、絵画や美術の魅力に気
・学芸員の話を聞き、原作品の背景に 付 く 。

(2) ある世界に興味 ・関心をもち、絵画 ・画家の作品への想いや意図、歴史

や美術作品へ興味 ・関心を高める。 や文化を背負った絵画について、
・美術や創造的なものとの出会いを常 学芸員か ら話を聞き、絵画や美術

にもとうとする姿勢や態度を学ぶ。 作品への興味 ・関心を高め、生涯
・自己評価 す る。 わたって美術を愛好 しようとする

心 をもたせ る。
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学習活動における観点別の評価規準 *評 価 材 料

関心 ・意欲 ・態度 芸術的な感受や 創造的な表現の技能 鑑賞の能力 ○ 備 考

表現の工夫
・油彩画の色彩の透 ・油絵の具の性質や *活 動 状況 、ワー クシー

明感や輝きを見付 特徴を理解してい ト、試作 品、 自己評価

けよ うとす る。 る 。 カー ド

・油絵の具の性質や ・描画用具や描画材 01学 年次などの学習状

特徴、道具の取 り 料の取 り扱い方を 況 ・データを参考 にす

扱い方を学ぼうと 理解 して いる。 る。自己評価カー ドは

す る。 評価の参考とする。

・観 察で の発見 を ・原作品の雰囲気や ・原作品の図版を観 *活 動 状況 、 「制作 ノー

「制作 ノー ト」 に書 対象、対象の立体 察 し、雰囲気や対 ト」

き込んでいる。 感などから作品の 象 、対象 の立体 感、○他教科と連携し生徒理
・模写したい作品を 美しさを感 じ取ろ 色彩の美しさ、構 解に努め、生徒一人一

選んで いる。 うとしている。 図の安定感を発見 人の学習状況の観察を

しよう とす る。 行 う。

・作品制作への意欲 ・画家の美的な感性 ・模写の方法を理解 *活 動状況、制作中の作

を高めて いる。 や感覚、豊かな表 し、描画用具を正 品、 「制作 ノー ト」

現力に共感 してい しく取り扱ってい ○ 「制作ノー ト」の内容

る 。 る 。 の変化を観察して評価

する。(ノ ー トの返却)

・中間講評会への興 ・学芸員による講評 ・友人の絵画への着 *活 動 状況 、 ワー ク シー

味 ・関心 をもって か ら自己や友人の 目の仕方を見付け ト、相互評価 シー ト、

い る 。 作品の出来栄えを ・技法上の問題や課 よ うと して いる。 自己評価カー ド
・友人の作品の良い

確 認 している。 題を見付けようと O講 評会での発言の内容

ところを見付けよ ・友人の描画の工夫 して いる。 や ワー クシー トの 内容

うとす る。 を見付けている。 ・学芸員の助言から ・油彩画 らしさにっ を観察して評価する。

油絵の具の成 り立 いて考 えて いる。 相互評価シー ト、自己
・表現活動への意欲 ちや油彩画技法を 評価カー ドは評価の参

を高めて いる。 学んでい る。 考 とする。

・作品を完成させよ ・画家の制作活動を ・技法上の問題や課 ・作 品か らのメ ッセ *活 動状 況 、 「制 作 ノー

うとす る。 想像しながら制作 題を解決しようと 一 ジに気付 き、作 ト」、模 写作 品 、 自己

して いる。 する。 品の主題や作者の 評価カー ド、

心情について考え ○ 「制作ノー ト」の内容
・講評会に参加 しよ 普遍的なものの在 の変化を観察して評価

うとする意欲を高 り方.美 について する。自己評価カー ド

めて いる。 考 えて いる。 は評価の参考 とする。

○(評 価票の返却)
・学芸員 の話 を、真 ・学芸員の話から創 ・原作品(図 版)と *活 動 状況 、ワー クシー

面目に聞こうとす 造的な表現活動を 模写作品の美 しさ ト、感想 、意見 文 、 自

る0 行うには、技術や や良さを見付けよ 己評価
・絵画や美術作品へ 感性 、感覚 、発想 うと して いる。 ○講評会への取り組み方

の興味 ・関心を美 の豊かさが必要で ・油彩画の美 しさを や質問、発言の内容を

術を愛好する心へ ある と気付 く。 再発見 している。 観察して評価する。

と高めてい る。 ・学芸員の話か ら作 自己評価は評価の参考

品に込められた作 とす る。

者の想いを想像 し

様々な背景をもつ

絵画への理解を深

めよ うとする。
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(4)評 価の工夫

① 評価方法 の工夫

ア4つ の評価の観点 「関心 ・意欲 ・態 度」、「芸術 的な感受 と表現の工夫」、「創造 的な

表現の技 能」、 「鑑賞 の能 力」 による評価 規準 を設定 し、生徒一人一人 の学習状況 を評

価 材料 をも とに観点別 に評価 す る。

イ 生徒一 人一人の学習状況 や得意 とする分野などに留意 し、生徒理解 に努めなが ら生徒

の個性 に対応 した個 人内評価 を行 う。

ウ 生徒の 自己評価、相互 評価 を継続 して実施 し評価 の参考 とす る。

② 評価 を学習意欲 に生かす 工夫

ア 提出 された 「制作 ノー ト」 に、毎時間ごとの評価 と助言を記 入 し返却す る。

イ 学習への興味 ・関心、学習到達度、理解度の評価 を学習段 階 ごとに4つ の評価の観点

に照 らして、グラフや記号 を用 いて表 した「評価票」を返却す る。

(5)ま とめ と今後の課題

今回の事例は、生徒一人一人が美術への興 味 ・関心 を深め、美 と触 れ合 いなが ら豊かな情

操 をはぐくんでいくことを重点 にし、指 導 目標や指導内容、学習形態 に創意 ・工夫を行った。

① 指導 目標では、生涯 にわた り美術 を愛好する心 を育て るために、美術 の魅力に気付か

せ、美術 を愛好 しよ うとす る心 を養 うことを重視 した。

② 指導 内容では、表現活動か ら絵画や美術作品の魅 力に気付き、意欲的に表現活動を展

開す る とともに、美的な感性や感覚 を高め られるよう配慮 した。

③ 学習形態では、美術 を身近 に感L".美 術館への興 味 ・関心 を高める取 り組み として、

公立美術館学芸 員との共 同授業 を計画、実施 した。

この実践 の成果 として 、生徒が進 んで表現活動 を展開 し、油彩 画の技能 を身に付け、新た

に絵 画や美術 の魅力を発見 した ことが、生徒の美的な感性や感覚 を高 めることにつなが った。

また 、公立美術館 学芸員 を招 いて の 「中間講評会」や 「講 評会 」を設定 し、生徒が 自己や

他者 の個性 を発見 し、再確認す るこ とで、生徒 自 らが絵画 を様々な視点か ら鑑賞する能 力を

深め 、美術 の多様な楽 しみ方 に気付 き、今後の表現活動や鑑賞活 動への生徒の意欲 を高める

ことがで きた。 さ らに、現実 に美術館 に勤務す る職業人 の方か ら実 際に話 を聞き、美術館 の

役割や取 り組 みを学んだ ことで、生徒 か ら生涯 にわた り美術や 美的な ものを愛好 し続けてい

きたい と願 う声が聞かれ た。

評価 な どの工夫の成果 は、生徒一 人一 人が学習活動で の問題や課 題を 自ら進 んで解決 しよ

うとす る態度 となって表れ た。特 に、評価 を学習意欲 に生かす試 みか らは、生徒一人一人の

学習 に対す る興 味 ・関心や 美的な感性 の高 まりな どとして的確 に把握 でき、情操面での高ま

りを育成す るのに役立てる ことがで きた。

今後の課題 としては、生徒 の学習 の達成感な どを適切 に評価 し、学習意欲 に還元 してい く

ことを検 討す るとともに、美術館 で美 と触れ合 う ことや 自然や生活 のなか にある美 しいもの

に気 付 くことが 日常的 にできるよ う指導 計画を創意 ・エ夫 し、生徒 一人一人の学習活動が心

豊 かな生き方へ と高 まる指導を継続 していきたい。
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3「 粘土と芯材で動物をつくる」を題材とした授業の実践と評価の工夫

(1)題 材設 定の理由

最近 では駅 前に彫像が設置 され るな ど、身近で鑑賞する機会 も多 い彫塑作品について、素

材 ・制作方 法につ いて学習 し、作品鑑賞 と制作 を通 して立体の特徴 ・美 しさにつ いて学 ばせ

た いと考 えた。 自らの制作のなかで彫塑な らではの造形要素〈多方 向か らの鑑賞 、マ ッス、

ヴ ォリュー ム、ムーブマン、デフォル メ、素材 とその役割、作業工程な ど〉 を理解 させる。

テー マを 「動物」 としたのは姿形が愛 らしく興味 ・関心 をもちやす いので愛情を もって制作

す る ことができること、動き を彫塑であ らわす には どのようにすれ ばよいか を考 えさせ るの

に適 して いる こと、台座 の部分をそ の動物にあった環境 を考 えさせ造形 させる ことによ り、

動物 の生息環境 について も思考 を広 げて いくことができると考えたか らである。

(2)指 導 の実際

① 対 象ク ラス 美術II(4ク ラス ・3講 座)

② 指導 目標

ア 彫刻 ・塑造の作家 ・作品 ・素材及び造形要素を理解 し、良 さや 美 しさを感 じ取る。

イ 動物 の形態、構造 、動きを学び、生態や環境 につ いて も考察 し、関心 を深 める。

ウ 自分 の制作態度や作品を客観的 に評価す る姿勢 を育て る。また、友人の作 品を評価 し、

他者への尊敬の心 をもつ。

③ 評価の観点

ア 彫塑 につ いての知識 ・理解 を深め、意欲的に課題 に取 り組む ことができたか。

イ 自己 と他者の作品 を客観的 に評価 し、尊重す る心 をもつ ことがで きたか。

④ 指導計画

ア 導入 彫刻 と塑造の解 説(1時 間)

イ スケ ッチ(2時 間)

ウ 芯材 の組み立て(2時 間)

工 粘 土(硬 質つ ち粘土)に よる肉付け(10時 間)

オ 仕上 げ ・着色(2時 間)

力 自己評価 ・講評会(2時 間)

写真資料を見ながら自分が制作する動物を決め、スケッチする。 動きやプロポー ションを考え、芯材 を組み立てる。
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(3)学 習 活動 の概 要 と評 価規 準

段 階 学 習活動 ・内容お よび指導上 の留意 点 学習活動の目標
(時 間 数) (☆で表 記)

導入 ・高村 光 雲 、 マ リ ノ ・マ リー 二 な どの ・彫刻や塑 造(以 下 「彫塑 」)作 品 につ い

彫刻と塑 作 品 を鑑 賞 し 、作 家 、 作 品 、 素材 、 ての理解 を深め る。材料 などの知識 を学
造の解説 技 法、デフォル メな どにつ いて学 ぴ、作者 の制作意 図を理解す る。写実的
(1) ぶ 。 な表現 とデ フォル メにつ いて学ぶ。

☆ 身近で見 られ る彫塑作品 を紹介。

・立体制作のた めのスケ ッチ であると ・興味 をもった動物 をよ く観察 し、身体 の
い う意識 をもち、い ろいろな角度 か つ く り、表 面の質感 、動 きの特徴を発見

ら観察 してス ケ ッチす る。場合 によ し、美 的な感動 を得て 、制作への意欲 を
スケ ッチ って は推測 して描 く。おお まかな マ 持 つ 。

(2) ッスの把握 と細部 の描写 、両方 を描 ・動物の かたちを美術作 品と して制作す る

く 。 ことで 、芸術 へ の興味や動物への愛情 を
・資 料 を も と に ス ケ ッチ した 後

、そ の よ り深 くす る 。

動物 らしさを強調で き るようなデブ ・写実的 な表 現 とデ フォル メにつ いて理解

オル メを考 えて描 いてみ る。 した うえで、 自 らが制作す る方向性 を選
☆ できるだけ動 きのあ る表現 を目指す。 択 す る 。

・動物の体 の骨格 ・構 造 を理解 し、そ ・動 きを感 じさせ るポー ズを決定 し、芯材

れ に応 じて芯材 を組 み立て 、麻縄 を と台座 の構 成を決めた上でバ ランスよ く

芯材の組 巻 く 。 組み立 てる。
み立て ・関 節 に つ い て も留 意 す る。 あわ せ て 、 身

(1) ・全体のバ ランスをいろ いろな方 向か 体 の大 きさな ど、身体 の比率 ・構造 につ
ら見て確認す る。 いて理解す る。

・ス ケ ッチ 、 資 料 を も と に粘 土 を少 し ・塑造の手法 を理解 し、かた ま りとして大

ずつ芯材 に付 けて い く。 きく肉付 けする作業 と細か く作 る作業 を
・最初はおお まか に全 体的な動 きを意 段階的 に行 うことがで きる。
識 して手で肉付 けす る。徐 々にヘ ラ ・骨 格 、 身体 の 構 造 、ム ー ブマ ン を意 識 し

粘土(硬 質 を用 いて細部 を形作 って いく。 て 制 作 で き る 。

つ ち粘 土) ☆ いろいろな角度か ら見なが ら作るよ う, ・手 、 へ ら、 彫 刻 刀 、ニ ー ドル そ れ ぞ れ を

による肉 適宜繰 り返 し指導す る。 制作部位 に応 じて使 い分 ける。

付け ・彫塑作 品はいろ いろな角度か ら鑑賞 され

(10) ・乾燥後 、彫刻刀で削 り、細部 を整 え るという意 識を もち、制作す る際 も、た
る 。 えず多方 向か ら形 を確認 しなが ら進 め
・そ の動物の生息環境 を調べ 、台座 の る 。

表現 を工夫 して作 る。 ・動物の 生息環境 につ いて も関心 を抱 く。
・ヒビをモデ リングペース トで補修す

る 。

・ア ク リル ガ ッ シ ュで 着 色 し 、好 み に ・動物の特徴 を引き立て るような彩色 を工

仕 上 げ ・ 応 じてニスを塗 る。 夫 し、 また、動物や周辺 の草や土の 自然
着色 な色合 いを出す 工夫 をす る。

(2)

・自己評価 票に記入す る。 ・自分の作品 を客観 的 に評価で きる姿勢 を

自己評価 ・作者が 自分 の作品 につ いて コメン ト 育てる とともに友 人の作品か ら刺激 を受
・講評 会

す る.。 他 の 生 徒 は 、 作 者 の コ メ ン ト け、次の制作意 欲につな げる。
(2) を聞きなが ら全員の作 品 に対す る感 ・作品の良 さや 美 しさを素直 に感 じ取 る。

想 を記入する。
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学習活動 における観点別 の評価規準 ・評価材料(*で 表記)

関 心 ・意 欲 ・態 度 芸術的な感受や 創造的な表現の技能 鑑賞の能力

表現の工夫

・彫塑作 品 につ いて ・紹介 され る作品 を見な ・彫塑 の美 しさを

興味 を もって解説 が ら自らが作ろ うとす 感 じとり、作家
を聞き、特徴 を理 る作 品につ いてイ メー の意図や心情を

解 す る 。 ジ を ふ く ら ませ る。 考 え る。

*授 業態度 *自 己評価票 *自 己評価 票

・資料 をよ く観察 し ・動物 の生息の実態 ・環 ・生 き生きと した動勢

動物の形や動きの 境 について も考察 し、 をもった スケ ッチ を

美 し さにつ いて新 動物 ・自然 に対す る愛 す る こと が で き る。

たな発見 を しよ う 情 や関心 を深め る。 ・マ ッ ス を意 識 した 描

と して い る 。 ・多方向か らのス ケッチ 写 と細部 の作 りこみ
・動物のおお まかな の意義を理癬 している。 のための緻密な描写
イ メー ジをつかみ ・デ フ ォル メ につ いて 理 の両 方が でき る。

特 徴 を理解 しよ う 解 し、 綱 作 に生 か す 。 *ス ケ ッチ

と して い る 。

*ス ケ ッチ *ス ケ ッチ

*自 己評価票

・麻縄 と粘土 の量的 ・動物の骨格 ・構造 を意 ・芯 材 ・麻 縄 ・台 座 の

配分を考えて計画 識 し、全体 のバ ランス 役割を理解 し適切に
的に制作 しよ うと や比率を考えて組み立 組 み立 てがで きる。
して い る。 て て い る0 ・安全 に留意 して作業

*制 作態 度 ・い ろいろな角度か ら確 で き る 。

*組 み立て た芯材 認 しなが ら作業す る。 *制 作態度

*制 作態度 *組 み立てた芯材

*組 み立て た芯材
1

・イ メー ジ を大 切 に ・塑 像 の もつ 強 さ 、量 感 ・部位 ・段 階 に応 じた

しなが ら粘 土で肉 を意識した制作を心が 道 具の使 い分 けがで

付 けを して いる 。 け て い る。 き る 。

・試 行錯誤 しなが ら ・おお まかな 肉付 けか ら ・表 面の質感の表現 を

制作す るこ とがで 細部へと段階的な作業 工 夫する ことが でき

きる塑造の 面白さ を す る こ とが で き る。 る 。

を感 じて いる 。 ・動物の生息環境 につ い ・素 材や 表現 にもこだ

・最 後 まで丁寧 に作 て も考え、台座 部分 ま わ って、台座制作 が

業する ことができ で効果的な表現を工夫 で き る 。

る 。 して いる 。 *粘 土を付け終わ った

*授 業態度 *粘 土を付 け終わ った 作品
作品

・興 味を もって最後 ・自然な色合 いを作 り出 ・混 色 の 工 夫 が で る。

まで丁寧に作業で す混 色を考え、美 しく ・気 泡 を つ く らな い よ

き る 。 着色及 びニス塗 りがで う適 切にニス塗 りが
*授 業態度 き る 。 で き る。

*完 成作品 *完 成作品

・自己の制作態度や ・作 品 を鑑 賞 し
,共

自分 の作品、友人 感 した り美 しさを
の作 品を評価 し、 感 じる ことが で き
記述 できる。 る 。

*自 己評価票 *コ メ ン トカ ー ド

*コ メ ン トカ ー ド
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少 しず つ粘土をつ けてい く ヒビを補修後、着色

講評会(作 者 のコメ ン トを聞きなが ら感想 を記入す る)

(4)評 価の工夫

① 今回対象 とした生徒 には、 これ まで 「自己評価」 を実施 したことがなかった。今回、 自

己評価 と講評会(そ れぞれが 自分 の作品 にっいてコメン トす る、全員 の作品について コメ

ン トを書 く)を 行 うにあた り、導入 の段階か ら 「こうい うことを考 えなが ら制作す るよ う

に」な ど、随時説明を繰 り返 し自覚 を促 しなが ら授業 を進 めた。

② 生徒の 自己評価 は練習の一段階 と して考え、 自己評価 票 と講評会 でのカー ドの記述は生

徒の意欲 ・関心度の 目安 として扱 い、そ の数値 をその まま評定 に加えることは しな い。生

徒が 自分な りに工夫 した点や 力を入れ た部分を 自己評価 票に記入させ 、その評価票 を用い

ることで、講評会で話す内容 を事 前にまとめ られ るように した0

③ 自分の成果 を発表 し、周囲か ら評価 を受 ける ことで、 自信 をもち、次回の授 業へ の意欲

をかき立て られるようにと考 えた。それ と同時 に、他者の作 品を尊 重す る心 をもたせたい

と考え、それ を意識 した講評会 の進行 を心がけた。

(5)ま とめ と今後の課題

彫刻 ・塑像作品の うち、主 として塑像 をテーマ に鑑賞 ・制作 ・講評会 を行 った。愛着 のあ

る動物がモチー フとい うこともあ り、生徒 たちは皆、楽 しそ うに熱心に取 り組んだ。そ の中

で達成感を味わ い、 自分 に自信を もてるような評価 の方法を工 夫 した。 自己評価 票か らはa

生徒が完成 した自分の作 品に満足 し、愛着 をもっている様子が うかがえ、その点では 「美術

を愛好する気持 ちを育てる」 ことができた と思 う。 しか し、 自己の理解の度合 いや取 り組み

を過小評価す る生徒が多 く、 自信 をもたせる評価 や指導 の工夫が今後 も必要だ と感 じた。
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4日 本画鑑賞授業 「日本画」って何?一

(1)題 材設定の理由

鑑賞の時 間はス ライ ドな どを利用 した講義形式 にな りが ちで ある。実習の多 い授業 は楽 し

く参加するが、受 け身的な講義 に意識 を集 中・持続 させる ことが不得意な生徒が多 いなかで 、

体験的 ・実習的な鑑賞授業 を工夫 し試みた。

今回の題材の 「日本画」は、生徒 にはな じみの薄 い分野で あるが、画材や表現方法 な どが

新鮮であると考えた。また、生徒 が伝統の知 恵や技 に驚 いた り、作 品の良さを楽 しんだ りし

て学習活動 を進め られ るよ う指導 した いと考 えた。授業 では、①班別 の年表作成、② 画材 の

実習、③ パソコン画面での作品鑑賞な ど、生徒が主体 的に取 り組めるように工夫 した。

評価 について は、生徒の関心や 意欲 に重点 を置 いて計画 を立てた。毎回、 自己評価 な どを

含 んだ ワークシー トを提出 させ、逐次生徒の理解度や満 足度 を把握 する。指導者側 の評価や

ア ドバイ スを、毎回ワー クシー トに書 き込んで返却 し、課題 『日本画って何?』 の評価 の観

点や考 え方が明 らかになるよ うにす る。 このような、 コミュニケーシ ョンが生徒の学習意欲

をよ り高め るようになることを 目標 に題材を設定 した。

(2)指 導の実際

① 指導 目標

ア 日本 の絵 画の表現形式や技 法 ・材料、歴史的背景を理解する力を付ける。

イ 自分な りの視点 をもって 「日本絵画」 の良さや美 しさを見付 け、鑑賞 を楽 しむ。

② 指導計画

ア 日本の古典絵画 につ いて(2時 間)

・高松塚古壁画、源頼朝像 、北斎の版画 など誰 もが 一度は教科書な どで見た ことのある

作品(20点)の 鑑賞 を通 して、表現形式や技法 ・材料、描かれ た目的な どを確認す る。

・作 品の図版カー ドと説明カー ド(壁 画 ・絵巻 ・屏 風 といった表現形式、絹本 ・紙本 と

いった材料、描かれた時代背景な どをばらば らにカー ドにしてお く。)を 、配布資料

を参考 に組み合わせてい く。(5～6人 の共 同作業)

・カー ドを模造紙 に年代順 に並べ 、年表 を制作す る。 自分 が共感できる作 品について 、

感想を記入 してい く。最後 に各班 の代表者 が自分の感想な どを発表する。

イ 日本画材 を体験 し、模様 を描 いてみる(10時 間)

・日本画に使われる材料 につ いてなどの材料 の製造工程の図版資料 を見せなが ら説明す

る。生徒はそれぞれの材料の特性 をワー クシー トにまとめる。

・和紙 ・岩絵の具 ・金箔 を使 って文様 を描 く実習 を行 う
。

ウ 近代 ・現代の 日本画の鑑 賞(2時 間)

・「日本画」 という言葉 の誕生や近 ・現代 日本画の多様性 につ いての講義を行 う
。

・パソコン画面で個 々に、25点 の近 ・現代 日本画を鑑賞 し、伝統 的な様式や美意識 を受

け継 いでいる部分、西欧化 の影響 を受けて いる面などを分析する。また、「日本 的な良

さ」や 「本物 を見てみた い作品」についての意見 もワー クシー トに記入する。
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(3)学 習活動の概要と評価規準

段 階
学習活動の内容 ・指導上の留意点(☆) 学習活動の目標

(時間数)

日本の古典 【鑑賞1:近 代以前の日本の古典絵画の概要】 ・近代以前(「 美術」以 前)の 日本

絵画にっい ① 講義:代 表的作品の紹介とそれぞれの時代背景、表現 の絵画作品のそれぞれの時代 ・

て 形式 、「日本 らしさ」にっ いて 場面での役割を理解する。

(2)
② 作品のジャンル分けと知識の確認 ・日本の伝統的絵画作品の多様な

・制作年代で分ける ・画題で分ける:仏教絵画 ・世俗画 表現形式やその目的 ・時代背景、

・表現形式で分ける:屏 風 ・掛け軸 ・絵巻物 ・襖絵 技法 ・材料を理解し自分で分類

・画材 ・技法で分 ける:膠 絵 ・水墨画 ・木版画 できる力を養う。

☆代表的作品の図版カー ドと説明カー ドを、5～6人 の ・作品の良さや美しさを味わい、

グループであわせていく。次に、これ らを模造紙に貼 注意深く観察する鑑賞眼を養う。

り付けて説明を加えなが ら、分類 してまとめる。

(余白に個々の作品感想なども付け加える。)

日本画材を 【表現:日 本の伝統的な画材を使っての 「文様」制作】 ・伝統的な画材の成り立ちを理解

体験し、模 ① 画材の理解(製 造工程 ・歴史 ・取 り扱い注意点など) して、古人の知恵を知 り、それ

様を描いて 絵の具の溶き方や金箔の取 り扱いについての実習 を敬う心を養 う。

みる ☆ワークシー トに画材の特性や取 り扱い方を整理する。 ・画材や用具を適切に扱 う。

(10) ② 画材の特徴を考慮して10～20㎝ 四方の枠内に文様の
・初めての画材に興味 ・関心をも

アイディアスケッチを作成(提 出) ち、その特性を生かし、独創的

③ 制作 スケッチの転写、下絵 金箔押し、着彩 な表現を試みる。

☆授業時間に終わらない場合放課後などの時間を利用する。

近代 ・現代 【鑑賞2:近 ・現代日本画の鑑賞】 ・近代から現代の日本画とその時

の日本画の ① 講義:近 代日本画の成立事情と現代の日本画について 代背景との関連を学び、作家が

鑑賞 ・西洋文化の流入と 「日本的」自我の目覚め 伝統を振り返 り、時にはそれを

(2) ・近代～現代の日本画の表現形式の変容について 逸脱 したり、西欧化させるなど

・現代の日本画について して、自分の表現を追究 してき

② 近 ・現代日本画作品の図版鑑賞
たことを理解する。

☆パソコン画面上の図版を、個々に見ながら、ワークシ
・作品の造形的特質をとらえ、分

一 トにしたが って
、以下の点 をチ ェックし記入す る。

析するなどの力を付ける。

・画題や表現様式や画材について(鑑 賞1)で 学んだ作 ・対象のとらえ方や表現の違い、

品との共通点と相違点について考察する。
良さなどを理解する。

・作品の 「日本的な良さ、美しさ」とそれぞれの好みに
・近代日本画の成立や時代背景と

関して考察を深める。 変容してきた流れを理解する。

美術館見学 ・東京国立近代美術館もしくは根津美術館で日本画の鑑 ・実物の良さや美しさを味わう。

賞をし、冬休みにレポー トを作成する(冬 休みの宿題)。 ・美術館で作品を鑑賞することで

美術作品の社会的役割を考える。
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学習活動における観点別の評価規準と評価材料(*)

関心 ・意欲 ・態度

・題材 に興味 をもって 、理解 しよ

うと して いる。

(*ワ ー クシー トに講義のメモを

記入 ・提出)

・協力して、作品分類に参加 して

いる。

・日本の伝統的な絵画作品鑑賞を

通じて日本の美術に対する自ら

の価値観を形成しようとしてい

る。

(*授 業態度)

・日本の伝統的な画材に興味をも

ち、学習 しようとしている。

・作品を支える技術力を敬う心情

を育んでいる。

・楽しみながら制作できる

(*授 業態度 ・提出作品 ・感想)

・作品の鑑賞を楽しむ。

・作者や作品に共感 したり、自分

の言葉で考えを伝えようとして

いる。

(*授 業態度、ワークシー トの記

入)

・作品鑑賞に集中できる。

・公共のマナーを守って鑑賞でき

る。(*作 品鑑賞メモの提出)

鑑賞の能力

・講義のメモをもとに、作品のジャン

ル分けを理解して、共同で分かりや

す く整理する。

(*講 義 メモの提出。共同での作品群

の整理方法)

・作品のもつ良さや美しさを感じ取 り、

自分なりの言葉で説明できる。

(*個 々の作品への感想欄 ・何点か選

んで校内に展示する。)

*金 箔押 しの作業中の作品

・日本画の美術表現を味わい、注意深

く観察できる。

・自分な りの着目点をもって、作品の

造形的特質をとらえることができる。

・日本画の表現形式の多様さを理解し、

近代以前の伝統的な作品と比較対照

して作品の個性を分析できる。

・近代以降の 「日本画」という制度に

ついて理解し、作品のナショナリテ

ィについて自分な りの考察ができる。

(*ワ ークシー ト提出)

・主体的、積極的に自分が興味をもつ

作品を見つけることができる。

(*作 品鑑賞メモの提出)

創造的な技能

・画材の特性や美しさを生か し、

制作できる。

・独自の表現を試みる ことができ

る。

・画材を適切に扱うことができる。

(*ア イディアスケッチ.完 成作

品、作品自己採点)

一17一



(4)評 価の工夫

評価 につ いては、ワー クシー トを主な評価材 に して、

毎時 ごとに感想や 自己評価 を書かせ、提出させた。ま

た、毎時、 これに指導者が評価や感想を書 いて返却 し

た。 このようなコ ミュニケー ションを通 じて、生徒が

評価規準を理解 ・納得するよ うに努めた0

また、観点別 学習状況の評価 の4つ の観点の 中で、

「関心 ・意欲 ・態度」 によ り比重 を置 いた。

*制 作した年表について発表する生徒

(5)ま とめ と今後の課題

ワークシー トには、以下 のような授 業について の生徒 の感想が書かれて いた。

ア 日本の古典絵画鑑 賞

・ 作品の絵 のカー ドと説 明カー ドをあわせてい くのがゲームみたいで楽 しかった。

で も発表す る人 を決めるのはもめた。

・ 北斎 の絵 が版画である とか、燕子花 図が屏 風だ とか、 いつ も教科書で見て いた作

品の事情や大 きさなんか を知って驚いた。

イ 日本画材 を体験 し、模様 を描 いて みる

・ 金箔がふわふわ して、難 しかったけど、頑 張った。

・ 今回の作品は今 までに使用 した ことのな い材料 だったので緊張 した。

・ この材料 を使 いこなす人た ちの 「わ ざ」のす ごさを感 じた。胡粉の団子 を百 回た

たきつ けるのが一番盛 り上がった。

ウ 近代 ・現代 の 日本画の鑑賞

・ 私は猿 と兎 の屏風の絵が好 きで毛のやわ らかい感 じを細か く表現 している ところ

に作者 の愛情 を感 じた。

・ 僕は加山又造 の屏風絵がす ごい迫力だと思 った。大 きな屏風の絵なので、本物 を

体験 してみたいと思 った。僕 は豪華 なのが好 きで、このデザイ ンがす ごい と感 じた。

日本的な美 しさって いうのをよ く表 して いると思 う。

体験 ・実習的な面を増やす ことで、生徒が生き生き と学習す る姿が見 られた。初めて の金

箔の扱 いに、普段見 ることので きな い集 中力を発揮 した生徒や古典絵画の基礎知識の確認を、

カルタ取 りゲームの感覚で楽 しんで作業す る生徒 もいた。

今回対象 とした学年 は2年 生で、これ まで少 しずつ鑑賞 の授業の割合 を増や してきた。1

年生の初め に、「次 は 『鑑賞 』の授業だよ。」と予告する と、消極的な態度 を示 していた生徒

たちが、徐 々に 「鑑賞」に集中 した り、楽 しんだ りしている姿が見 られるようになってきた。

このよ うな繰 り返 しが、生徒が美術 を鑑賞する ことを好きになるきっか けにな ると思 う。

今後の課題 として、 ワー クシー トか ら読み取れ る生徒の授 業中の 「関心 ・意欲 ・態 度」な

どを、 どの ように評定 に反映 させ、生徒 に還元 して い くか、さ らに検 討す る必要がある。ま

た、 「鑑賞」は好 きでも、 自分が感 じ取ったことを言葉で表現する ことが苦手な生徒 も多 い。

このよ うな生徒 も自信をもって、感 じた ことを伝 え られる力を付け られ るよ うな授業 を工夫

して いきたい。
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5空 想画r私 の世界 』～版 画(メ ゾチ ン トプ レー ト)に よる

(1)題 材設 定の理由

空想やイメー ジの世界 を表すよ うな自由な表現は、描 く対象がはっき りしている写生画 に

比べて取 り留 めのない印象が あ り、多 くの生徒が難 しい と感 じるところであるが 、指導法 を

工夫 した り適切なア ドバイ スを与えた りする ことによって、生き生き とした素晴 らしい作品

がで きるものである。

メゾチ ン ト技法 による版画制作は、ほとん どの生徒 にとってな じみがな く、新鮮な技法 と

して学 ばせる ことができる。版画 プレス機 をくぐって作品が印刷 される瞬間の緊張感や驚 き

な ど、刷る楽 しさを味わ うことができるのも魅力 の一つで ある。 また、 この版画特有 の味わ

いを空想画 と組 み合わせる ことで 、生徒 の表現に広が りをもたせることができる。

このよ うな取 り組み を通 して、生徒の持 っている感性 を伸ば し、表現す ることの喜びや充

実感 を味わわせ、新たな視点 をもたせたいと考 えた。

(2)指 導の実際

① 対象学年

2学 年 『美術 皿』

*本 校美術 皿の2学 期では、生徒の興味 ・関心 に応 じて 『油彩画』、『版画』、『木彫』か

ら題材 を選択 し学習する。『版画』はメゾチ ン ト技法による空想画 『私の世界 』の表現 に

取 り組 ませ る。

② 指導 目標

ア メゾチ ン ト技法 によ る版画制作 に必要な知識 と技術 につ いて学ぶ。

イ 個性 ある作 品作 りを行い、その制作活動 を通 して版画 による表現 について の理解 を深

める。

ウ 生徒 に自分の取 り組み を自己評価 させ ることで 、主体的 に作品作 りに必要な態度や姿

勢 を学 ばせ る。

③ 評価 の観点

ア 独 自の表現を追究す る姿 勢をもち、主体的に制作活動 を展開す ることがで きたか。

イ 作品 の完成を目指 し、制作活動の過程 を大切に した取 り組みができたか。

④ 指導計画

ア 導入

イ プ リン ト学習

ウ 構想

工 原画制作

オ 転写

力 製版

キ 試 し刷 り、調整、印刷

ク 作品の完成、 まとめ

(2時 間)

(4時 間)

(2時 間)

(2時 間)

(1時 間)

(7時 間)

(2時 間)

(2時 間)
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(3)学 習活動の概要と評価規準

段 階(時 間数) 学習活動の具体的内容 学習活動の目標

参考作品から、陰影の階調が微妙に変化
導.入

(2)

参考作品を鑑賞する。

作品制作の説明を聞く。

するメゾチ ント技法の特性を理解 し、良

さや美 しさを味わう。

制作活動のおおまかな流れについて理解

す る 。

『表 現 力 ト レー ニ ン グ1、2dに 取 り

プリント学習 組み、スケッチをする。必要に応 じて 原画を作るための素材として、いくつか

(4) 図書室の図版などか ら取材 し、参考に のスケッチを描 くことができる。

す る 。

構想

(2)

原画のためのアイデアスケッチを試みる。

スケッチは終わったものからスケッチブック

に貼り付ける。

主題を模索 しながらスケ ッチを編集 し、

構想を練ることができる。

原画制作 版画の原画を制作する。完成した原画は

o

表現 したい主題を決め、原画を完成させ

(2) スケッチブックに貼り付ける。 る 。

転写

(1)

トレーシングペーパーとカーボン紙を用い

て原画をメゾチントプレートに転写する。

左右が逆転する版の仕組みを理解 し、原

画を反転させた状態で、メゾチン トプレ
ー トに転写することができる。

メゾチン トプレー トの刻目を実際に確か

スクレーパーやバニシャーなどの工具を使 め、インクがどのようにして紙に刷 り取

製版 ってメゾチントプレートに製版する。 られるのかを理解する。

(7) 必要 に応じて参考作品の版 を見て、彫り スクレーパーやバニシャーなどの工具の

具合を参考にする。 使い方を理解 し、実際の製版作業の中で、

目的に応 じて使用することができる。

試 し刷 り、調整 、印刷

(2)

製 版 した版で試し刷りを行い、刷り具合を

見て版を調整し、印刷する。

刷 り具合 を確かめながら、彫 りを追加

した り、インクのふき取 り方を工夫 し

たりしながら印刷を試みる。

印刷の工程について理解 し、実際にプレ

ス機を使用 して印刷することができる。

印刷の過程で様々に工夫 し、納得のいく

作品を刷 り上げる。

印刷 した作品を見て、刷 り具合など状態

の良いものを判断し選ぷことができる。

作品の完成、まとめ 何枚か刷った うちの1枚 を選び、自Z 作 品のもっている良さや,制 作活動の取

評価票の必要事項に記入 し、作 品の裏 り組みの態度について自己評価すること

(2) 面に貼付 して提出する。 ができる。

自分や他の生徒が制作した作品の良さや
美しさを発見し、味わうことができる。

学習 プ リント 『 表現力 トレーニング1(イ ラス ト編)』 《部分抜粋》

それぞれのイ ラス トを描 いてみよう。(鉛 筆で、陰影 もつけて立体的 に描 くこと)

リンゴ 花 鳥または魚 木

＼

ノ
.1,諺霧
絵
'

、 訣 墓
1㌔

しず く 街 雲 葉 っぱ

o

φ
o

廼脚 ・〆
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学習活動における観点別の評価規準(*評 価素材)

関心 ・意 欲 ・態度
芸術的な感受と

表現の工夫
創造的な表現の技能 鑑賞の能力

参考作品に触れ,そ の

参考作品に関心を寄せ,そ の作 参考作品を見ながら、自分 作品が もって いる良

品がもっている主題や意図を の表 したい主題について さや美 しさを感 じ取

くみ取ろうとしている。 考 え 、 イ メー ジ す る 。 ることができる。

*鑑 賞メモの提出

アイデアを出 したり、イメージ

を膨らませた り.描 写を繰 り返

したりしなが ら、主題をつかむ

ための様々な試み を しよ うと

している。

言葉か ら形をイメージし

て描写することができる。

*プ リントP表 現力 トレー

ニング』の提出

主題 を表現するために、イメー

ジをめ ぐらせ、スケッチを繰り

返 しなが ら画面構成をす るこ

とができる。

主題の表現 を追究す る姿勢を

もち.作 品の完成を目指した制

作活動に取 り組もうとしてい

る。

描 写 に よ って 得 られ た
い形"を 様々に編集 し

、主

題 の表現に結び付けるこ

とができる。

ロ生徒による 自己評価の

観点

版の性格を理解 して画面

の組み立てを行えたか

アイデアを生かして、まとまり

の ある美 しい画面を追究 し組

み立てることができるe

(白 と黒及びハー フ トーンの

割 り振 りやバ ランスについて

考 えて いるか/描 画や構図か

ら主題をくみ取れるか)

*原 画の提 出 《プ ロセス評

価》

用具の扱いについて理解し、安 スク レーパーやバニ シャ

全に配慮しながら、目的に合っ 一によ る特徴 あるタッチ

た用具の取 り扱いをしている。

スク レーパーやバ ニシャーな

どで得 られたタ ッチや浮かび

上がる絵の印象に素直に接し、

驚きや喜び、表現の楽しさや難

やその効果に気づき、それ

らを生か して用具の使い

方を工夫 し、主題を表現す

るための画面構成 をする

ことができる。

スク レーパーやバニ シャー な

どで 得 られ る特徴 あるタ ッチ

の効果を生か し、伝えたい形を

表現することができる。

しさなどを味わいなが ら制作

しようとしている。

ロ生徒による 自己評価の観点

ロ生徒による自己評価の

観点
個性的な発想やアィデァ

口生徒による自己評価の観点

性格を理解 して的確な作業が

行えたか

授業に集中し、良い態度で繰

題に取り組めたか/完 成した

が画面上 に表れたか/ア

イデアを生かして、一つの
*提 出作品と自己評価票

作品は納得のいくものであっ 画面を組み立てることが
たか できたか*自 己評価票

作品を完成させ、制作をや り遂 刷 り上った 自分の作

げた成就感を味わおうとして 品を味わい、良さや課

い る。 題を発見する。同時に

自分の取 り組み につ いて振 り 完成 した作品 にタイ トル 他の生徒が制作した
返 り、反省やまとめを行う。ま を つ け る。 作品も味わっている。

た、制作を始める前と終了 した *自 己評価票 自分の取り組みを振
後で作品に接する態度がどの り返 り、総合的に自己

ように変化 したか につ いて考 評価する。

えている。*自 己評価票 *自 己評価票

学習 プ リン ト 『 表現力 トレーニ ング2(イ メー ジ編)』 《部分抜粋》

A群 とB群 の言葉を結びつけ、作品タイ トルをつくってみよう。

楽 しい/に ぎやかな/さ び

しい/お んぼろな/か な し

い/ゆ かいな/あ や しい/

なっか しい/希 望の/か が

や く…

タイ トル決定 『

街並/木/波 止場/

猫/ね ずみ/階 段/
ピエロ/虫/ド レス

/花/卵/果 実/く っ

孝「姿 の 階 峻

⇒
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(4)評 価の工夫

① 評価の準備

教

中間提 出物(鑑 賞 メモ、表現 力

トレーニ ング、原 画用紙)の 用紙

を作 成 し、生徒 に配 布す る。

観点別評価規準表 よ り自己評

価票 を作成 し、生徒に配布する。

中間提出物はスケ ッチブックの所

定の場所に、取 り組み順に貼 り付け

てお く(ス ケ ッチブ ックをポー トフ ⇒

オリオとして活用す る)。

配布 された 自己評価票によって 自

己評価 を行 い、提出作品の裏面に貼 ⇒

付する。

制作活動な ど取

り組みの状況 を

み る。

描写や構図、製

版技術な ど造形

的な作品の質 を

み る。

② 自己評価の工夫

自己評価項目
自己 評点

(各10点)

感想や

意見

版の性格を理解して的確な作業が行えたか 点 、

〉 一

ノ

個性的な発想やアイデアが、画面上にあ らわれたか 点
アイデアを生か して一つの画面 にまとめ られたか 点
授業に集中し、良い態度で課題 にとりくめたか 点

完成 した作品は納得のいくものであったか 点

教員記入欄 教員評 点

(各10点)

1

作品評価

ADD

版の特性の理解 点 一

製版の的確 さ 点

アイデア ・イメージを具体化する力 点

作品の絵としての完成度 点 一

生徒が制作

中の態度も
含めて自己

評価する

教員が作品
について評

価する

生徒は自己評価 票に制作 の過程 も含 めた 自己評価 を記入す るが、指導者は描写や構 図、製

版技術な ど造形的な作品の質 についての評価 を記入す る。取 り組み時の姿勢な どの改善すべ

き課題は、例えばプ ロセス評価時な ど、別途評価 の機会 をつ くって指摘する。

生徒の自己評価項 目の観点 に対 して教員記入欄 の観点 の表記が違 うのは、作者 として作 品

をつ くる側 と、それを評価す る側では観点や感 じ取 り方が違 うということも学 ばせ たいか ら

で ある。(美 術1で は、 自己評価 の観点 と教員記入欄 の項 目を同 じにして いる。)

いずれの項 目も観点別評価規準表よ り項 目を作成 ・設定す る。

③ 授業での評価の実際

長期 にわた って取 り組む課題なので、生徒 の集 中が途 切れな いよ うに、授業 中はできるだ

け生徒の作業の進み具合 に目を配った。プ リン ト学習の ところではほとん どの生徒が楽 しそ

うにアイデアスケ ッチを繰 り返 していたが、い くつかのスケ ッチ を組み合わせ、構想を練 り、

原画 を制作する段階では、そ の作業ができる生徒 と、手が止 まって しまって新 しい展開にな

かなか入れな い生徒 とに分かれた。

これは、異な るスケ ッチ を組み合わせ る経験 に乏 しかった り、 レイ アウ トを工夫する こと

に慣れていなか った りす ることが原因であると考 え られ る。 このよ うな戸惑 いやつまずきの

程度は生徒 によ って個 人差が あるが、状況 に応 じて個別指導 し、生徒 の表現 の良いところ に

気付かせ、自信 をもたせ るようなア ドバイス をす るよ う心が けた。

スケッチブックには作業 の終わ った 『表現 力 トレーニ ング』な どの学習プ リン トを貼付 さ
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せ、そ こヘ プロセス評価 として、授業中に気付 いた ことやスケ ッチか ら受ける印象を簡 潔 に

書き込 んだ。生徒 は互 いに どんなコメン トが書 き込 まれて いたか見せ合って 、その ことにつ

いて嬉 しそ うに して いる様子が うかがえた。 これ は学習 に対 しての生徒の集 中を維 持す る上

で効果があった。

《作品例》

『おんぼろな猫』 r夏 の思 い出』 r不思議な木』

《原画 と トレース》

へ

耳
塾豊

生徒の製版作業

ダ ℃

拶 講1一 占

総1鐸
(5)ま とめ と今後の課題

本研 究の取 り組み を通 して、ほとん どの生徒はアイデアスケ ッチか ら製版、印刷 までの変

化 に富んだ制作過程 を生き生きと展開 した。生徒 にこのよ うな多様な経験 をさせ ることが、

芸術 を学ぶ意欲 を高め、生涯 にわた って美術を愛好 する心情 を育てるもの と考 える。

今まで も一つの作品を完成 させ る過程で、生徒の反応 を見 なが ら指導者が細か く助言 をす

ることで授業 を進めてきたが、今 回スケッチブックにプロセス評価 を書き込む ことによって、

生徒は指導者 のア ドバイス を今 まで とは違 った形で受 け止 めたよ うで ある。今後 もこの指導

法 について研究 を重ねて、工夫 したい。

評価 を研究す ることは、 これか ら展開す る授業の根本 を再点検 し、見直す作業 を行 うとい

うことである。実際 授業の準備段 階では、教材 の準備 にはもちろん、評価規準の点検や指

導 計画の見直 しによ り多 くの時間 と手間がかかったが 、評価 につ いて考 える ことは、指導者

としての姿勢が問われ るものであるということを再認識 した。
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iv研 究の ま とめ

1研 究の成果

観点別学習状況の評価 を基本 と し、それぞれの工夫 を取 り入れた各校の実践で各研究員 か

ら以下の意見がだ された。

(1)自 己評価の活用 によ って指導者が生徒 の学習状況 を把握 するにとどま らず、生徒 自身

にも学習 目標を明確 に伝 え る ことができ、また、表 現技法の習得 に偏 ることな く内面的

な学習経過に目を向 けることがで きた。共 同作業 による制作の評価規準 について、さ ら

に検討する必要が ある。

(2)市 民講師の活用 によ って学習活動を薪 たな視点 で展開でき、生徒の美術 に対する意 識

を深 めることがで きた。 また 、細部 にわた り評価 規準 を検討 したことで、生徒の学習状

況を的確 に把握で きた と考 える。今後 も、美術館 見学な ど地域 との交流を進め、生徒 自

らが 生き生きとした学習活動 を行 える授業 の実践に取 り組んでいきたい。

(3)題 材に興 味をもって意欲的 に取 り組んだ生徒が多 く、各 自の こだわ りや工夫が表れた

ものができあが った。 しか し、作品 にっいて あま り自信が もてないでいる生徒もいたの

で、指導の過程や評価 の中で さ らに工夫を重ね、意欲的 に取 り組 んだ結果 について 自信

をもって自己評価 できるよ うにさせた い。

(4)「 日本画鑑賞」 では、鑑賞 と同時 に生徒が能動的 に活動でき る場面 を増やす ことで、

楽 しみなが ら生 き生き と取 り組 ませ ることがで きた。体験的学習を取 り入れる ことで鑑

賞 に対する意欲 ・関心 を高め られる ことがわか った。 また、 ワークシー トな どで評価の

観点 を生徒 に明示す る ことで 、生徒が学習の 目標 をよ り具体的 につかめた と考 える。

(5)指 導者がプ ロセ ス評価 をす る ことによって、生徒は創作活動 に必要な一定の レベルの

集 中を維持できた。また、生 徒が 自分の取 り組み につ いて 自己評価す ることによって、

自己の良さや課題 につ いて深 く考 えるようにな り、新た に美術 について興味 をもつよ う

にな った。

2今 後の課題

学習活動 における 「評価 」は、生徒は もとよ り指導者 の授業 に対する取 り組み を再点検、

見直すための作業で ある。我 々は 生徒の能 力、個性 を伸 ばす観点 に立ち、 「学ぶ意欲 」を高

め 「生涯 にわた り美術 を愛好す る心情」を育てる授業の計画 の工夫 と改善 を図 らなけれ ばい

けな い。本研究では観点別 学習 状況の評価 の4つ の観点 につ いて評価 規準 を明確 にし、学習

全体が明瞭な ものにな るよ う考 えて きた。 しか し、評価 を行 う上で 「明 らかな もの」に対 し

「そ うでな いもの」 「目に見 えな いもの」 をどのよ うに評価す るのか についてさらに改善 を

求め られ る ことだろう。 また、種 々の工夫によ り得た評価 を どのように評定 に反映 させ、生

徒 に還元 して いくのか、 さらに検 討 してい く必要がある。

新 学習指導要領 の実施 に伴い、今後 「評価」 について の開示が求め られ ると考 える。誰が

見て も納得 できる方法 、理論、実 践 を行 うことができるかが これか らの課題 になって くる。
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